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生
活
再
建
と
復
興
に
向
け
て

　

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
か
ら
10
か
月
が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
全
国
各
地
か
ら
の
温
か
い
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

新
地
町
は
甚
大
な
被
害
を
受
け
な
が
ら
も
復
旧
復
興
に
向
け
て
立
ち
上
が
り
、

２
０
１
２
年
と
い
う
新
た
な
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
被
災
さ
れ
た
方
々
の
一
日
で
も
早
い
生
活
再
建
と
町
の
復
興
に

向
け
て
、
様
々
な
事
業
に
着
手
し
て
い
ま
す
。
復
興
計
画
策
定
委
員
会
や
地

区
別
懇
談
会
を
開
催
し
、
町
民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
う
か
が
い
な
が
ら
策
定

を
進
め
て
い
る
復
興
計
画
に
つ
い
て
は
、
今
月
中
に
決
定
し
、
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
国
に
応
募
し
て
い
た
環
境
未
来
都
市
構
想
も
正
式
な
採
択
を

受
け
、
事
業
を
開
始
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
被
災
地
に
お
け
る
有
効

な
土
地
利
用
と
と
も
に
、
希
望
あ
る
未
来
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
す
。

　

２
０
１
２
年
を
復
興
元
年
と
し
て
、
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
、
前
に
歩
み

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

新
地
町
長　

加
藤　

憲
郎
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明
る
い
光
を
取
り
込
み
な
が
ら

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
（
大
地
震
・
大
津
波
・
そ
れ
に
原
発
事
故
に
よ

る
放
射
能
）
で
、
新
地
町
は
三
重
の
災
害
に
あ
い
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
は
ス
ト
ッ

プ
し
的
確
な
情
報
が
少
な
く
被
災
地
は
地
獄
絵
を
見
る
よ
う
で
し
た
。

　

し
か
し
、
町
外
か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
支
援
物
資
の
提
供
を
い
た

だ
き
献
身
的
な
支
援
活
動
に
よ
り
、
町
民
が
立
ち
上
が
り
復
旧
へ
の
足
が
か

り
と
な
り
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
心
か
ら
感
謝
を
致
す
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

町
に
お
い
て
は
、
防
災
集
団
移
転
促
進
事
業
、
災
害
公
営
住
宅
建
設
事
業
、

常
磐
線
を
は
じ
め
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
、
農
業
漁
業
、
商
工
業
者
の
産
業
再
建
、

発
電
所
の
増
設
等
多
く
の
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
ん
な
中
、
被
災
高
齢
者
共
同
住
宅
整
備
、
小
中
学
校
エ
コ
環
境
教
育
事

業
、環
境
未
来
都
市
構
想
な
ど
、次
々
と
明
る
い
光
も
見
え
て
き
て
お
り
ま
す
。

国
の
第
三
次
補
正
予
算
も
決
定
し
、
町
の
復
興
構
想
も
進
ん
で
お
り
、
明
る

い
光
を
取
り
込
み
な
が
ら
魅
力
あ
る
新
た
な
新
地
町
を
復
興
さ
せ
る
べ
き
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
町
と
議
会
一
丸
と
な
り
町
民
の
負
託
に
応
え
、
早
期
復

旧
復
興
に
全
力
を
傾
注
し
て
新
た
な
町
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

新
地
町
議
会
議
長　

目
黒　

靜
雄

広報しんち　H24.1.5(3)

２０１２年



　

第
８
回
町
議
会
定
例
会
が
昨

年
12
月
12
日
か
ら
16
日
ま
で
開

催
さ
れ
、
東
日
本
大
震
災
復
興

基
金
条
例
の
制
定
、
一
般
会
計

補
正
予
算
な
ど
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り

可
決
さ
れ
、
町
の
復
興
へ
の
ス

ピ
ー
ド
が
加
速
さ
れ
ま
す
。

【
一
般
会
計
補
正
予
算
】

　

一
般
会
計
補
正
予
算
に
つ
い

て
は
、
歳
入
歳
出
に
そ
れ
ぞ
れ

17
億
５
，
４
０
０
万
円
を
追
加

し
、
歳
入
歳
出
予
算
を
そ
れ
ぞ

れ
90
億
９
，
０
５
５
万
円
と
し

ま
し
た
。

歳
　
出

　

歳
出
補
正
の
主
な
も
の
は
、

民
生
費
で
は
、
被
災
高
齢
者
共

同
住
宅
設
計
費
１
，
４
０
０
万

円
、
農
林
水
産
業
費
で
は
、
農

業
共
同
利
用
施
設
災
害
復
旧
補

助
金
に
５
，
１
０
０
万
円
、
東

日
本
大
震
災
農
業
生
産
対
策
交

付
金
で
３
，
９
８
１
万
円
、
県

営
湛
水
防
除
施
設
災
害
復
旧
負

担
金
で
１
，
４
６
６
万
７
千
円

を
追
加
し
ま
し
た
。
土
木
費
で

は
、
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
に
２
億
８
，
８
２
５
万
３
千

円
を
繰
り
出
し
し
ま
し
た
。
住

宅
費
で
は
、
災
害
公
営
住
宅

等
の
事
業
推
進
に
向
け
た
設

計
費
お
よ
び
土
地
購
入
費
で

１
億
４
０
０
万
円
、
防
災
費
で

は
、
震
災
対
応
の
光
熱
水
費
や

廃
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
料
金
の

ほ
か
、
被
災
家
屋
解
体
費
に

５
，
２
５
０
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
災
害
復
旧
費
で
は
、
津

波
に
よ
る
浸
水
農
地
の
除
塩
や

農
地
復
旧
に
要
す
る
経
費
と
し

て
６
億
４
，
４
８
１
万
９
千

円
、
道
路
、
都
市
下
水
路
、
情

報
通
信
基
盤
な
ど
の
復
旧
に

１
億
９
，
１
１
７
万
３
千
円
を

計
上
し
ま
し
た
。

歳
　
入

　

歳
入
補
正
の
主
な
も
の

は
、
特
別
交
付
税
で
５
，

２
８
６
万
２
千
円
、
国
庫
支
出

金
で
２
億
９
，
２
９
０
万
９
千

円
、
県
支
出
金
で
６
億
７
，

１
５
５
万
１
千
円
、
町
債
で

10
億
７
，
５
９
０
万
円
を
計
上

し
ま
し
た
。
な
お
、
震
災
に
よ

る
減
免
な
ど
に
と
も
な
い
、
町

税
で
３
億
５
，
４
１
４
万
１
千

円
を
減
額
し
ま
し
た
。

歳入補正の主なもの

（単位：千円）

特別交付税　　　　　   52,862

国庫支出金　　　　　292,909

県支出金　　　　　　671,551

町債　　　　　　　1,075,900

町税　　　　　　　△ 354,141

歳出補正の主なもの

（単位：千円）

被災高齢者共同住宅設計業務

14,000

農業共同利用施設

災害復旧事業　　　　   51,000

東日本大震災

農業生産対策交付金　   39,810

県営湛水防除施設

災害復旧負担金　　　   14,667

被災家屋解体費　　　   52,500

農地災害復旧費　　　 644,420

公共土木施設災害復旧 191,173

復旧と復興に
17 億５千４百万円を補正
　ー 12 月議会定例会ー
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【
行
政
報
告
か
ら
】

消
防
団
車
両
を
配
備

　

震
災
に
よ
り
、
町
消
防
団
車

両
が
５
台
被
害
を
受
け
ま
し
た

が
、
こ
れ
ま
で
に
全
国
か
ら
４

台
の
被
災
地
支
援
が
あ
り
ま
し

た
。
町
で
は
、
町
消
防
団
第
１

分
団
今
泉
班
、
第
２
分
団
富
倉

班
、
第
２
分
団
町
・
中
島
班
と

第
３
分
団
福
田
班
に
そ
れ
ぞ
れ

配
備
し
ま
し
た
。

被
災
家
屋
の
解
体
を
実
施

　

被
災
家
屋
の
解
体
撤
去
は
、

解
体
申
請
が
出
さ
れ
た
半
壊
・

全
壊
の
家
屋
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
作
業
の
速
や
か
な
進
捗
を

め
ざ
し
、
５
地
区
に
分
け
て

行
っ
て
い
ま
す
。

常
磐
自
動
車
道

早
期
開
通
に
向
け

　

常
磐
自
動
車
道
の
新
地
工
事

区
は
、
平
成
26
年
度
開
通
に
向

け
工
事
を
進
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
復
興
道
路
と
し
て
、
福
島
・

相
馬
間
の
東
北
中
央
自
動
車
道

も
着
工
し
て
お
り
、
常
磐
自
動

車
道
と
東
北
自
動
車
道
を
結
ぶ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
、

相
馬
地
域
の
復
興
に
大
き
な
役

割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

小型ポンプ積載車の配備を受けた新地町消防団第１分団今泉班と第２分

団富倉班

義援金の配分状況
　 東 日 本 大 震 災 か ら 10 カ 月 が

経 過 し ま す。 こ れ ま で に 全 国 か

ら 町 に 寄 せ ら れ た 義 援 金 は、 被

災 者 生 活 義 援 金 と し て、 総 額

１億２，１４５万４，０６０円です。

このうち１億６３０万６，０００円

を被災された方々に配分しました。

　未配分の義援金は、今後開催する

義援金配分委員会で配分内容を決定

し、配分します。

配分状況の内訳　
　寄せられた義援金は、町義援金、

支援物資として配分しました。

町義援金　

・地震、津波により住宅が半壊以上

の世帯（世帯員一人あたり）

　　　　　　50,000 円× 1,818 人

・地震、津波により住宅が半壊以上

の世帯で、仮設住宅等で家電を支給

されていない世帯

　　　　　　100,000 円× 143 世帯

支援物資　滋賀県竜王町の意向によ

り、義援金で支援物資（扇風機）を

購入して被災世帯に配布しました。

700 台　1,106,000 円

支援金は
基金に積み立て復興事業に

　 町 の 復 興 の た め に 寄 せ ら

れ た 支 援 金 は、54 件 で 総 額

１億８，０８３万８，２４５円です。

　町では、新地町東日本大震災復興

基金に当該額を積み立て、復興事業

に使用します。
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災害危険区域を指定
津波の被害が甚大な地域に建築制限

　町では、建築基準法第 39 条に基づき、東日本大震災による津波の被害が著しい沿岸部の区域について、

災害危険区域を指定しました。今回指定した区域では、住居の用に供する建築物の新築や増築などがで

きなくなりました。

　　　　　　　の網かけ部分が災害危険区域

災害危険区域とは？

　津波、高潮、出水等により危険が著しいた

めに、居住用建築物の建築に適さない場所と

して、町が指定した区域を言います。

建築制限の対象となる建築物

・住宅（兼用または併用、別荘を含む）

・共同住宅、寄宿舎、下宿、寮

・老人ホーム、グループホーム等

災害危険区域の地区等
・埓浜地区（一部を除く）

・小川地区の一部

・釣師地区

・大戸浜地区の一部

・今泉地区の一部

その他
　災害危険区域指定は、防災集団移転促進事

業の区域とは別のものです。

◎問い合わせ
　都市計画課（☎�２１１３）

　東日本大震災では、津波により町内沿岸部

で５００戸以上の住宅が流失し、港も堤防も

田畑も道路も壊滅するという未曽有の被害を

受けました。

　そうした被害をうけた本町の沿岸部の復旧・

復興については、海岸堤防整備に防潮林、公園、

遊水池、二線堤の機能を備えた復興道路など

の土地利用を組み合わせて被害を和らげる「減

災」という考え方に基づく土地利用を計画し

ています。

　しかし、沿岸部にこうした対策を講じたと

しても、３月 11 日と同程度の津波が再来した

場合には、人命に大きな危険があるため、居

住用の建築物の建築を禁止する必要があると

判断しました。

　町では、９月町議会において新地町災害危

険区域の指定に関する条例を制定し、地区別

懇談会等において被災を受けた皆さんと災害

危険区域の指定等について話し合いを行い、

ほぼ賛同を得たことから、このほど災害危険

区域の指定告示を行いました。

　災害危険区域は別図のとおりです。
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磯
山
地
区

作
田
地
区

●災害危険区域に指定した区域　（詳しい図面などは、新地町役場都市計画課で縦覧できます）
大字名 字名
埒木崎 磯山の一部、埒浜の一部、西田の一部、埒南浜田の一部、作田の一部

谷地小屋 北畑の一部、浜畑の一部、釣師の全域、町裏の一部
小川 田中の一部、浜畑の一部、浜田の一部、谷地田の一部

大戸浜
牛川の一部、牛川南の一部、浜北の一部、浜南の一部、前田下の一部、前田上の一部、

前田西の一部、小沢北の一部、吾安谷地の一部、南中磯塩入の一部
今泉 浜畑の一部、鹿野の一部

の網かけ部分が災害危険区域

の網かけ部分が災害危険区域
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大
戸
浜
地
区

大戸浜地区 大戸浜地区・今泉地区

の網かけ部分が災害危険区域

の網かけ部分が災害危険区域

の
網
か
け
部
分
が
災
害
危
険
区
域

災害危険区域の指定（つづき）
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釣
師
地
区

埒浜地区

釣師地区・小川地区

の網かけ部分が災害危険区域

の網かけ部分が災害危険区域

の
網
か
け
部
分
が
災
害
危
険
区
域



移転候補地
作田地区

移転候補地
岡地区

移転候補地
小川地区 移転候補地

大戸浜地区

町職員から新たな住宅団地の構想等について説

明を受ける懇談会参加者のみなさん。
移転候補地（作田地区）

移転候補地（岡地区）

移転候補地（大戸浜地区）
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　東日本大震災の津波により住宅が流失し、災害危険区域に指定された集落（埒浜・作田、

釣師、大戸浜・小川・今泉地区の一部）の再建については、防災集団移転促進事業により、

安全な場所における集団での住宅建設を基本に進めることとしています。

被災者の集団移転構想について話し合い
－安全な場所での住宅建設に向けて－

地権者の方などに候補地を説明

　町では住宅を失った方々の意向調査等を行い、
これまでに新たな住宅団地の候補地として、作田
地区、大戸浜地区、岡・小川（雀塚）地区を選定し、
このほどこれらの候補地の地権者や地区長さんと
の懇談会を開催しました。
　12 月 13 日～ 16 日かけて開催した被災者の移
転構想懇談会には、延べ 91 人の方にご参加をい
ただき、新たな住宅団地の構想等について懇談を

行いました。
　懇談では、一部の地権者の方から「別な所はな
いのか」などの意見が出ましたが、新たな住宅地
の必要性については、概ねご理解をいただきまし
た。今後は、各地区への説明や被災者の意向把握
を行いながら、集団移転事業や災害公営住宅事業
を進めていくことにしています。

移転候補地（岡地区）

移転候補地（小川地区）

広報しんち　H24.1.5(11)



受
付
方
法　

電
話
予
約

予
約
受
付
専
用
電
話
（
農
林
水
産
課
）

☎
０
８
０
－
２
８
０
７
－
６
９
３
１

☎
０
９
０
－
４
５
５
３
－
１
３
３
２

受
付
時
間　
　

９
時
～
17
時

　
　
　
　
　
　

(

土
曜
・
日
曜
・
祭
日
は
除
く)

受
付
開
始
日
　
平
成
24
年
１
月
５
日
～

対
象
食
品

自
家
消
費
す
る
食
品
（
野
菜
・
米
・
井
戸
水
等
）

※
販
売
目
的
の
検
査
で
は
な
い
た
め
、
出
荷
・

摂
取
制
限
を
受
け
て
い
る
農
産
物
や
店
舗
に

て
購
入
さ
れ
た
食
品
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

持
込
方
法

・
検
体
は
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ
、
袋
に
は
氏
名
・

電
話
番
号
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。（
水
な
ど

は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
入
れ
て
く
だ
さ
い
）

・
検
査
に
必
要
な
重
量
は
５
０
０
ｇ
と
な
り
ま

【暫定規制値】 　　　（単位：Bq/kg）

ヨウ素

131

飲料水 300牛乳・乳製品
野菜類（根菜、芋類

を除く） 2,000
魚介類
食品衛生法に基づく
乳児の飲用に関する
暫定的な指標値

100

セシウム
（セシウム

134・セシ
ウム 137
の合算）

飲料水 200牛乳・乳製品
野菜類

500穀類
肉・卵・魚・その他

※ 12 月 19 日現在の暫定規制値

食
品
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
測
定
を
行
い
ま
す

　

町
で
は
、
次
の
と
お
り
、
自
家
消
費
す
る
食

品
に
含
ま
れ
る
放
射
性
物
質
の
測
定
検
査
を
行

い
ま
す
。

　

検
査
は
予
約
制
で
す
の
で
、
希
望
す
る
方
は

お
早
め
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

町
で
は
、
12
月
に
行
政
区
単
位
で
、
食
品
に
含
ま
れ
る
放

射
性
物
質
の
測
定
検
査
を
行
い
ま
し
た
。
１
月
か
ら
は
、
上

記
の
と
お
り
個
別
受
付
を
行
い
ま
す
。

　

12
月
15
日
～
19
日
ま
で
の
検
査
結
果
は
、
左
表
の
と
お
り

で
す
。

皮をむき、およそ５ミリ角の細か
いみじん切りにした検体を、氏名・
電話番号を記入したビニール袋に
入れて、お持ち込みください。（写
真はキャベツの検体）

【検出器】
ト ラ イ ア ス ラ ー ベ ク レ ル
ファインダー

【機能】
食品、水およびミルク中に
含まれるヨウ素 131、セシ
ウム 134、137 などを検出
することができる。

附属品のマリネリ型サンプル容器
に入れ、検査品の重さを量ります。
検査に必要な重量は５００ｇです。

（米は７００ｇ）

１２
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名称
放射性物質測定値（単位：Bq/kg）

検査総数ヨウ素 131 セシウム 137 セシウム 134
最大 最小 最大 最小 最大 最小

玄米 ０ ０ １４ ０ ２０ ０ １１
白菜 ０ ０ ０ ０ １７ ０ ４

井戸水 １３ ０ ０ ０ １５ ０ ３
大根 ０ ０ ０ ０ １４ ０ ２

ホウレン草 ０ ０ ０ ０ １３ ０ ２
柿 ０ ０ １７ ０ １７ ０ １

ゴーヤ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
ジャガイモ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

大豆 ０ ０ ３５ ０ ５４ ０ １
チンゲン菜 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １

白米 ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
干し柿 ０ ０ ６１ ０ １１９ ０ １

す
。（
米
は
７
０
０
ｇ
）

・
持
込
の
際
は
必
ず
皮
な
ど
を
む
き
、
お
よ
そ

５
ミ
リ
角
の
細
か
い
み
じ
ん
切
り
に
す
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

持
込
場
所
・
時
間

予
約
し
た
検
査
日
の
前
日
17
時
ま
で
に
役
場
農

林
水
産
課
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、
検

査
日
の
前
日
が
休
日
の
場
合
は
、
直
前
の
業
務

日
の
持
込
を
お
願
い
し
ま
す
。（
例
：
月
曜
日

検
査
の
場
合
は
金
曜
日
持
込
）

測
定
数
量　

１
人
１
品
目

検
査
結
果

・
検
査
結
果
は
後
日
郵
送
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、

食
品
持
込
の
際
は
、
80
円
切
手
を
貼
っ
た
宛
名

明
記
の
返
信
用
封
筒
を
必
ず
ご
準
備
く
だ
さ

い
。

・
検
査
が
終
了
し
た
食
品
は
お
返
し
で
き
ま
せ

ん
が
、
米
の
み
は
後
日
引
き
取
り
可
能
で
す
。

引
き
取
り
を
希
望
す
る
方
は
、
持
込
の
際
に
担

当
者
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

（
一
定
期
間
を
過
ぎ
た
も
の
は
処
分
し
ま
す
）

※
検
査
は
混
雑
が
予
想
さ
れ
、
時
間
が
か
か
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
何
卒
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

農
林
水
産
課
（
☎
�
２
１
９
４
）

検査機器が簡易機器のため検出限界値を 10Bq/kg としていますので、10Bq/kg 以下の数値については「 ０ 」と
表示しています。 

【測定結果（抜粋）の最大値・最小値】（12 月 15 日～ 12 月 19 日検査分　検査数 29 点）

約 15 分後、検査結果が出ます。結
果は後日郵送しますので、住所・
氏名を記入し、切手を貼った返信
用封筒を持参してください。

検出器（トライアスラーベクレル
ファインダー）にセットして、測
定を開始します。

３４
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まちの話題

絆（きずな）くんの誕生日を祝う

齋藤賢一さんに法務大臣表彰

更生保護に尽力
　齋藤賢一さん（沢口）がこのたび、新地町の

更生保護司として多年にわたり、罪を犯した人

の改善更生と犯罪の予防に尽力した功績を称え

られ、法務大臣表彰を受賞しました。

　齋藤さんは、11 月 22 日に開催された第 28

回福島県更生保護大会の席上で表彰を受け、同

じく新地町の保護司をつとめる目黒秀明さんと

岡田博さんとともに加藤町長に受賞を報告しま

した。

がんばる姿で　町を元気に
スポーツ激励金

　町では、各種大会に出場する個人・団体に文化

スポーツ激励金を交付し、大会での健闘を祈りま

した。

　11 月 28 日と 12 月 20 日に激励金の交付を受け

た個人・団体は次のとおりです。

・尚英ガッツジュニアバレーボールクラブ
・新地ジュニアバレーボールクラブ

（第 34 回福島県小学生バレーボール選手権大会等）

・佐々木章仁さん（相馬高３年）、加藤大毅さん（同）、
森湧太郎さん（同）

（第 64 回全日本バレーボール高等学校選手権大会）

・佐々木将至さん（尚英中３年）、田村歩夢さん（同）
（ジュニアオリンピックカップ第 25 回全国都道府

県対抗中学バレーボール大会）

・新地町サッカー
（第 34 回コカ・コーラ杯争奪福島県サッカースポー

ツ少年団フェスティバル）
広報しんち　H24.1.5(14)



SHINCHI TOWN NEWS

絆（きずな）くんの誕生日を祝う
地域の絆　仮設住宅で確認

　西谷絆くんの２歳の誕生会が 12 月 11 日、

作田仮設住宅で行われました。

　誕生会は、大戸浜地区の自宅が津波の被害

にあい、作田仮設住宅に入居している方々が

中心となり企画。12 月 15 日の誕生日より一

足早い、休日に行われました。

　お祝いに集まった方々は「仮設住宅の明る

い話題」「みんなを笑顔にしてくれる」と地域

のアイドルの誕生日を祝福し、地域の絆を深

めました。

新地発電所で発電再開

　相馬共同火力発電㈱新地発電所が 12 月 19 日、

２号機で発電を再開しました。

　新地発電所は、東日本大震災で津波により甚大

な被害を受け、運転休止を余儀なくされましたが、

迅速な復旧工事により発電を再開することができ

ました。

　この日は、加藤町長や立谷相馬市長、五十嵐相

馬共火㈱社長らが見守るなか、所員により中央制

御室のスイッチが押され、発電が再開しました。

　発電再開のアナウンスが流れると、所員から拍

手や歓声があがりました。

相馬共同火力発電　２号機
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暮らしの情報

i nformation

　
平
成
24
年
度
児
童
ク
ラ
ブ

　
利
用
児
童
の
登
録

　
申
し
込
み
を
受
付

　

福
田
・
新
地
・
駒
ヶ
嶺
の
各

児
童
ク
ラ
ブ
で
は
、
平
成
24
年

度
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
児
童
の
新

規
・
継
続
登
録
の
申
し
込
み
を

次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

対
象
児
童　

町
内
の
小
学
校
１

～
３
年
生
（
平
成
24
年
度
）

定
員　

各
児
童
ク
ラ
ブ
30
名

※
申
込
人
数
が
定
員
を
超
え
た

場
合
に
は
、
提
出
さ
れ
た
世
帯

状
況
等
を
審
査
の
う
え
、
後
日

可
否
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

登
録
要
件

・
留
守
家
庭
で
保
護
者
等
が
就

労
に
よ
り
昼
間
家
庭
に
い
な
い

児
童

・
祖
父
母
が
昼
間
家
庭
に
い
る

が
、
介
護
認
定
（
１
～
５
）
お

よ
び
障
が
い
の
認
定
を
受
け
、

そ
の
配
偶
者
が
介
護
・
障
が
い

認
定
者
の
日
常
介
護
に
従
事
し

て
い
る
場
合
（
介
護
保
険
被
保

険
者
証
お
よ
び
障
が
い
者
手
帳

の
コ
ピ
ー
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
）。

※
同
じ
条
件
の
申
込
が
多
数
の

場
合
は
、
自
宅
ま
で
の
距
離
を

判
定
材
料
と
し
ま
す
。

費
用

お
や
つ
代　

月
２
，
０
０
０
円

保
険
料　
　

年
２
，
０
０
０
円

申
し
込
み　

役
場
町
民
課
、
福

田
児
童
ク
ラ
ブ
（
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
内
）、
新
地
児
童
ク
ラ

ブ
（
児
童
館
内
）、
駒
ヶ
嶺
児

童
ク
ラ
ブ
（
駒
ヶ
嶺
小
学
校
特

別
教
室
棟
内
）
に
あ
る
申
込
用

紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
期
間

１
月
５
日
㈭
～
27
日
㈮
（
期
間

厳
守
）

そ
の
他

　

審
査
で
は
、
住
民
票
登
録
上

の
世
帯
分
離
や
同
一
敷
地
内
の

別
棟
居
住
の
場
合
は
、
同
一
世

帯
と
判
定
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

町
民
課
（
☎
�
２
１
１
６
）

　
20
歳
に
な
っ
た
ら

　
国
民
年
金
に

　
加
入
し
ま
し
ょ
う
　

　

20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
す
べ

て
の
人
は
国
民
年
金
に
加
入

し
、
保
険
料
を
納
め
る
義
務
が

あ
り
、
老
後
等
に
年
金
を
受
け

取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

　

将
来
、
安
心
し
て
年
金
を
受

け
取
る
た
め
に
は
、
保
険
料
を

未
納
に
し
な
い
こ
と
が
重
要
に

な
っ
て
き
ま
す
。
納
め
る
の
が

困
難
な
場
合
に
は
、
学
生
納
付

特
例
や
若
年
者
納
付
猶
予
な
ど

の
免
除
制
度
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
免
除
該
当
か
ら
10
年
以

内
に
保
険
料
を
納
め
れ
ば
、
免

除
せ
ず
納
め
た
時
と
同
じ
扱
い

と
な
り
ま
す
）

　

ま
た
、
加
入
期
間
す
べ
て
納

付
し
た
方
に
比
べ
、
免
除
や
未

納
が
あ
る
方
は
年
金
受
給
額
が

減
っ
た
り
、
未
納
が
多
い
場
合

は
受
給
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
早
め
の
加
入
手
続

き
と
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　

健
康
福
祉
課

（
☎
�
２
９
３
２
）

　
高
齢
者
肺
炎
球
菌

　
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
70
歳
以
上
の
方
は
無
料

　

日
本
赤
十
字
社
の
被
災
地
支

援
と
し
て
、
平
成
23
年
度
に
限

り
、
70
歳
以
上
の
方
は
無
料
で

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

肺
炎
の
約
半
数
が
肺
炎
球
菌

に
よ
る
も
の
と
言
わ
れ
て
お

り
、
肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
を

予
防
す
る
た
め
に
は
、
予
防
接

種
が
有
効
で
す
。

助
成
対
象
者

町
内
に
住
所
を
有
す
る
方
で
70

歳
以
上
の
方
（
平
成
24
年
３
月

31
日
ま
で
に
70
歳
以
上
に
な
る

方
を
含
む
）

助
成
内
容　

接
種
費
用
無
料

受
付
期
間　

平
成
24
年
３
月
31

日
ま
で
（
た
だ
し
、
接
種
予
定

数
（
県
内
で
約
19
万
人
）
に
達

し
次
第
終
了
し
ま
す
）

※
接
種
で
き
る
医
療
機
関
に
つ

い
て
は
、

肺
炎
球
菌
感
染
症
コ
ー
ル
セ
ン

タ
ー

０
１
２
０
－
６
６
－
８
９
１
０

保
健
セ
ン
タ
ー

（
☎
�
２
０
９
６
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

心配ごと相談
　日時　１月 10 日㈫・20 日㈮

　　　　10 時～ 15 時

　場所　保健センター

人権相談
　日時　１月 10 日㈫　

　　　　10 時～ 15 時

　場所　保健センター

行政相談
　日時　１月 20 日㈮

　　　　10 時～ 15 時

　場所　保健センター
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被
災
さ
れ
た
方
へ

　
税
の
減
免
手
続
き
は

　
お
済
み
で
す
か
？

　

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
住
宅

や
家
財
・
自
動
車
な
ど
に
被
害

を
受
け
た
方
は
、
雑
損
控
除
等

の
適
用
に
よ
り
平
成
22
年
分
に

さ
か
の
ぼ
っ
て
、
所
得
税
の
還

付
や
軽
減
・
免
除
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

確
定
申
告
期
間
中
は
、
例
年

よ
り
も
確
定
申
告
書
作
成
会
場

が
混
雑
し
、
長
時
間
お
待
ち
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
震
災
に
よ
る
減
免
手
続
き

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
お
早

め
に
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。

※
確
定
申
告
書
作
成
会
場
は
、

１
月
中
は「
相
馬
税
務
署
２
階
」

に
、
２
月
１
日
㈬
か
ら
は
「
相

馬
市
振
興
ビ
ル
６
階
」
に
開
設

し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

相
馬
税
務
署

（
☎
㊱
３
１
１
１
）

　
所
得
税
の

　
確
定
申
告
会
場
は

　
相
馬
市
振
興
ビ
ル

　

平
成
23
年
分
の
所
得
税
・
消

費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
会

場
は
「
相
馬
市
振
興
ビ
ル
」
と

な
り
ま
す
。

　

相
馬
税
務
署
お
よ
び
昨
年
ま

で
の
会
場
だ
っ
た
相
馬
市
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
は
会

場
を
設
置
し
ま
せ
ん
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
書
作
成
会
場

相
馬
市
振
興
ビ
ル
６
階

（
相
馬
市
中
村
字
塚
ノ
町
65
－

16　

相
馬
駅
前
）

※
自
動
車
で
お
越
し
の
方
は
相

馬
駅
東
側
（
法
務
局
隣
り
）
臨

時
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。（
徒
歩
10
分
程
度
）

開
設
期
間

２
月
１
日
㈬
～
３
月
15
日
㈭

※
土
日
・
祝
日
を
除
く

９
時
～
16
時

◎
問
い
合
わ
せ

相
馬
税
務
署

（
☎
㊱
３
１
１
１
）

　
水
道
管
の
凍
結
に

　
注
意
し
ま
し
ょ
う

こ
ん
な
時
に
凍
結
し
ま
す

・
外
気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以

下
に
な
っ
た
と
き

・
長
時
間
水
道
を
使
わ
な
い
と

き水
道
管
が

凍
結
し
や
す
い
と
こ
ろ
は

・
水
道
管
や
器
具
が
露
出
し
て

い
る
と
こ
ろ

・
北
向
き
の
と
こ
ろ

・
風
当
た
り
の
強
い
と
こ
ろ

凍
結
に
よ
る

破
損
事
故
を
防
ぐ
た
め
に

・
屋
外
の
露
出
し
た
ま
ま
の
水

道
管
や
蛇
口
は
防
寒
し
て
く
だ

さ
い
。

・
長
期
不
在
と
な
る
と
き
は
、

給
湯
器
等
の
水
抜
き
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

凍
結
し
て
水
が
出
な
く
な
っ
た

と
き
は

・
蛇
口
や
水
道
管
に
熱
湯
を
一

度
に
か
け
な
い
で
く
だ
さ
い
。

破
裂
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
気
温
の
上
昇
に
よ
り
自
然
に

解
凍
す
る
の
を
待
つ
か
、
タ
オ

ル
な
ど
を
か
ぶ
せ
た
上
か
ら
ぬ

る
ま
湯
を
徐
々
に
か
け
、
時
間

を
か
け
て
ゆ
っ
く
り
解
凍
し
て

く
だ
さ
い
。

そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
と
き
は

・
お
近
く
の
指
定
給
水
装
置
工

事
事
業
者
へ
修
理
を
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

修
理
費
用
は

・
凍
結
修
理
の
費
用
は
、
利
用

者
の
負
担
に
な
り
ま
す
。
修
理

費
用
は
使
用
材
料
な
ど
に
よ
り

異
な
り
ま
す
の
で
、
依
頼
す
る

事
業
者
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

相
馬
地
方
広
域
水
道
企
業
団

（
☎
㉟
６
７
３
６
）

ご冥福をお祈りします
（平成 23 年 11 月 21 日～ 12 月 20 日）

　　　（名前）　　　　　（年齢）　　　（地区）  

　佐藤　日出代  　８９歳　  小　川

　菅野　紀美子  　６９歳  　菅　谷

　早坂　　芳子　  ７２歳　  大戸浜

　鈴木　　輝信　  ８２歳　  今　神

　今野　　武雄　  ７３歳　  大戸浜

　荒　　　昌子　  ７５歳　  今　神

　星　　　　實　  ６３歳　  藤　崎

　泉田　　正遠　  ８６歳　  　岡　

掲載を希望しない方は届出のときにお申し出くだ

さい。

人口／ 8,110 人（ー 22）

　男／ 4,017 人（ー 10）

　女／ 4,093 人（ー 12）

世帯数／ 2,594 世帯（ー 3）
12 月１日現在（　）は前月比

人の
動き

住民基本台帳
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町内の空間線量率調査結果
　町では、町内 24 か所で放射線量の独自調査を行いま
した。12 月６日、13 日、20 日の測定結果は次のとおり
です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（μ Sv/h）

測定場所 地表面
測定値

６日 13 日 20 日
１ 福田小学校 土 0.24 0.24 0.20
２ 福田保育所 土 0.16 0.13 0.16
３ 木崎公会堂 土 0.37 0.35 0.35
４ 北原工業団地 砂利 0.23 0.30 0.24
５ 鈴宇峠県境 砂利 0.39 0.37 0.41
６ 沢口ふれあい広場 芝 0.37 0.40 0.38
７ 狼沢集会所 土 0.32 0.33 0.39
８ 新地小学校 土 0.21 0.21 0.21
９ 尚英中学校 土 0.31 0.28 0.30
10 新地保育所 土 0.20 0.21 0.26
11 鹿狼山登山口駐車場 砂利 0.36 0.38 0.38
12 今泉農集排処理場 砂利 0.14 0.14 0.13
13 総合公園こどもの森 芝 0.44 0.47 0.44
14 新地浄化センター 芝 0.32 0.33 0.33
15 岡公会堂 舗装 0.15 0.16 0.16
16 杉目集会所 舗装 0.18 0.19 0.20
17 大戸緑地広場 舗装 0.19 0.21 0.20
18 新地町役場 舗装 0.17 0.16 0.17
19 菅谷公会堂 土 0.29 0.33 0.35
20 駒ヶ嶺小学校 土 0.29 0.29 0.27
21 駒ヶ嶺保育所 土 0.15 0.12 0.13
22 大沢北国道 113 号県境 砂利 0.23 0.24 0.28
23 藤崎公会堂 砂利 0.27 0.28 0.29
24 富倉公会堂 舗装 0.15 0.14 0.16
※測定は毎週火曜日、地上１ｍ（３保育所は 50㎝の高さ）

母と子の健康
（１月５日～２月５日）

健康診査 対象者 日時（受付時間）

母子手帳

交付

妊 娠 と わ か っ た
ら、なるべく早く
母子手帳の交付を
受けましょう

１月６日㈮

１月 20 日㈮

２月３日㈮

９：00 ～ 10：00
３か月児

健診
23 年８月 22 日～
10 月 18 日生まれ

１月 20 日㈮

12：20 ～ 12：30
離乳食

相談会

23 年５月～８月生

まれ

１月 10 日㈫

9：45 分～ 10：00
３歳児

健診

20 年７月～９月生

まれ
１月 23 日㈪

13：00 ～ 13：15

場所：保健センター

※乳幼児健診の際には、母子手帳、バスタオル、

問診票を持参してください。

◎問い合わせ　保健センター（☎�２０９６）

たんぽぽひろば
期日 内容 場所

１月 11 日㈬

１月 25 日㈬

２月１日㈬

つくってあそぼう

鬼の面つくり

鬼さんとあそぼう

児童館

児童館

児童館
◎活動時間は 10 時からです
◎月～土（10 時～ 12 時）は「なかよしひろば」
として児童館を開放していますのでご利用くださ

い。

総合公園の災害復旧工事のお知らせ
　町では、震災による復旧工事を次のとおり実施してお

ります。工事期間中は対象となる施設が全て一般利用で

きませんのでお知らせいたします。

　全施設の利用再開は平成 24 年４月の予定です。申込の

受付は、３月１日より総合体育館で行います。

工事対象施設　

新地町総合体育館・新地町民野球場・テニスコート

工事予定期間　平成 24 年３月末まで

　　　　　　（工事の進捗により変更あり）

◎申し込み・問い合わせ
　新地公民館（☎�２０８５）

　総合体育館（☎�２２００）

新地町成人式
１月８日㈰

受付　13 時～

式典　13 時 30 分～

会場　農村環境改善センター

内容　式典・記念セレモニー

対象　町内在住の方または尚英中学校卒業

　　　生の方で、平成３年４月２日から平

　　　成４年４月１日に生まれた方

◎問い合わせ
　生涯学習課（☎�２０８５）



◎児童書

『ｆｒｉｅｎｄｓもののけ島のナキ』
　　　　　　　　　　　　　　　  宮沢　みゆき

『おやおやおやつ』　　　　　　　  庄司　三智子

『高校時代に考えておく５０のこと（女子編）』
　　　　　  　　　　　　　　　　有川　真由美

『とっておきの日のスイーツ』　　  大森　いく子
『ハッピーフィート２』　　　  　河井　直子／訳
『ディズニー全キャラクター大事典２５０』

　　　　　　　　　　  　Ｍ．Ｌ．ダンハム／文
『へんしんかいじゅう』あきやまただし／作・絵
『それからのおにがしま』

　　　　　　  川崎　洋／作　国松　エリカ／絵
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

図書館へ行こう図書館へ行こう図書館へ行こう
　　＝新着本のご案内＝　　＝新着本のご案内＝　　＝新着本のご案内＝

◎一般書

　『ヒート』　　　　　　　　　　　　堂場　瞬一

　『平清盛（一、）』　　　　　　　　　藤本　有紀

『相性』　　　　　　　　　　  　　　　三浦　友和
『針いっぽん』　　　　　　　  　　　　佐伯　泰英
『水の柩』　　　　　　　　　  　　　　道尾　秀介
『夢をかなえる。』　　　　　　　　　　　澤　穂希
『ＬＩＶＥ福島 風とロックＳＵＰＥＲ野馬追』

　　　　　　　　　　　  　　　　　　講談社／編
『南相馬１０日間の救命医療』　  　　　太田　圭祐
『プチプラ女子旅』　　　　　  メディアパルムック
『小学校へ行く前に』　　　  　　　岡崎　勝／監修
『無駄なく、豊かに、美しく生きる３０のこと』

　　　　　　　　　　  　　　　　　加藤　ゑみ子
『快適エコのライフスタイル冬の省エネ生活』

　　　　　　　　　　　　　　　  ＮＨＫ出版／編
『太らないおかず１４２』  　レタスクラブＭＯＯＫ

　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　ほか
◎ＣＤ

『言葉にできない　～小田和正ベストカバーズ』　
　　　　　　　　　　　　　　　　　  小田　和正

『スーパーガール』　　　　　　  　　　　ＫＡＲＡ
『つながれ心つながれ力がんばれ仙台フィル』　　

　　　　　　 　　 仙台フィルハーモニー管弦楽団
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ほか

　日本男子マラソンの長期低
迷傾向に歯止めをかけるため
新設された「東海道マラソ
ン」。あらゆるお膳立てがな
されたレースは終盤、思いが
けない展開に…。世界最高記
録をめぐる男たちの人間ドラ
マを描く。

　　　　　　　　　　　　　　　  宮沢　みゆき

　　　　　  　　　　　　　　　　有川　真由美

　　　　　　　　　　  　Ｍ．Ｌ．ダンハム／文

　　　　　　  川崎　洋／作　国松　エリカ／絵
　  　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか

『針いっぽん』　　　　　　　  　　　　佐伯　泰英
『水の柩』　　　　　　　　　  　　　　道尾　秀介
『夢をかなえる。』　　　　　　　　　　　澤　穂希

　　　　　　　　　　　  　　　　　　講談社／編
『南相馬１０日間の救命医療』　  　　　太田　圭祐

『小学校へ行く前に』　　　  　　　岡崎　勝／監修

　　　　　　　　　　  　　　　　　加藤　ゑみ子

　　　　　　　　　　　　　　　  ＮＨＫ出版／編

　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　ほか

　　　　　　　　　　　　　　　　　  小田　和正

　  ほか

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７
８ ９ 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31 2 月

１
２ ３ ４

５ ６ ７ ８ ９ 10 11
■は休館日

図書館カレンダー（１月）

　混迷を極めた平安末期。
本当の親を知らないまま、
武士の新興勢力・平氏のも
とで育てられた少年・平清
盛は、やがて一人前のサム
ライへと成長していき…。
ＮＨＫ大河ドラマの放送台
本をもとにノベライズ。

　もののけが住む島に迷い込
んだ赤ん坊・コタケは、赤オ
ニのナキたちに面倒をみても
らうことに。人が大嫌いなナ
キだったが、ナキの心の中に
優しい気持ちが芽生えて…。
同名映画のジュニア向けノベ
ライズ。

　ついついむちゅうであそん
でいたら、おやおやおやつの
時間。ホットケーキにおせん
べい、あまなっとう…。子ど
もたちの大好きなおやつが
続々登場 ! 思わずよだれが出
そうな楽しいおやつの絵本。

「冬休み読書推進」
１月５日㈭～１月 29 ㈰まで

成人の日におすすめする図書の展示・

貸出を行います。

　携帯電話から図書館資料の検索ができます
ので、ご利用ください。また、ご来館され、メー
ルアドレスとパスワードをご登録されますと
予約もできます。
※詳しくは図書館までお問い合わせ下さい。

行事
案内
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〒 979-2792　福島県相馬郡新地町谷地小屋字樋掛田 30 番地

消防職員意見発表会

　日ごろ消防職員が業務を通じて抱いている考

えや問題点を意見として発表する「第 35 回相

馬地方広域消防職員意見発表会」を次の日程で

開催します。

　消防職員の消防防災に関する熱い想いを、ど

なたでも参観できますので是非足をお運びくだ

さい。

日時　１月 14 日㈯　14 時～ 16 時

場所　相馬市総合福祉センター「はまなす館」

発表者　相馬地方広域消防職員　８名

◎問い合わせ　

相馬地方広域消防本部総務課（☎㉒４１６４）

男
お と こ

の料理教室

参加者募集

　新地町男女共同参画プラン推進会議並びに町

では、次のとおり「男の料理教室」を開催します。

　男性のみなさん、この機会にぜひご参加くだ

さい。

日時　２月４日㈯　15 時～

場所　新地町農村環境改善センター

講師　新地町男女共同参画プラン推進会議委員

募集人員　男性 15 名

　　　　　（定員になり次第締め切ります）

参加費　  １，０００円

準備物  　エプロン・頭にかぶるもの

レシピ  　当日発表

申込期間　１月 10 日㈫～１月 27 日㈮

◎申し込み・問い合わせ　
新地公民館（☎�２０８５）

平成２４年２月１日は

経済センサス
－活動調査－

全国すべての企業・事業所が対象です。

調査票は、平成２４年１月末日までに、調査員

がお届けします。２月１日以降に提出をお願い

します。

コールセンター：
０１２０－４４－１０３４（通話料は無料）

０５０から始まる IP 電話などフリーダイヤルに

接続できない場合は：
０３－６８３０－１０３４（有料）

詳しい内容は、総務省のキャンペーンサイト

を ご 覧 く だ さ い。http://www.stat.go.jp/data/

e-census/campaign/index.htm経済センサスマスコット


